
試験操業における放射能の検査体制
について

福島県漁業協同組合連合会



検査体制の概要

１ 県が行うモニタリング検査
・安全を確認
・出荷制限等指示の解除（出荷制限指示の対象となる検査）
・試験操業の対象種選定

＊ゲルマニウム半導体検出器を使用した公的な食品検査

２ 漁協が行うスクリーニング検査
・消費者により安心して食べてもらうための自主検査

・水揚げ日毎に各市場において検査を実施
・国の「食品の放射性セシウムスクリーニング法」に準じて実施
・簡易分析装置で検査し、25Bq/kgを超えた場合は、水試のゲルマニウ
ム検査機器で精密検査を行う



いわき市

相馬市

県水産試験場相馬支場
ゲルマニウム検査機器 １台

相馬原釜魚市場
ＣｓＩ検査機器 ６台
ＮａＩ検査機器 ２台

県水産試験場
ゲルマニウム検査機器 １台

小名浜魚市場
ＣｓＩ検査機器 ６台
ＮａＩ検査機器 ３台

試験操業に対応した検査機器の配置
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研修を受けた漁協職員が検査

各検査室において、７～１０名程度で検査

検出下限値は12.5Bq/kg以下になるよう検査
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出荷方針

県漁連の出荷方針では、50Bq/kgを自主基準としています。
これは、間違っても100Bq/kg（国の基準値）を超える魚介類を出荷しないためです。
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NaIシンチレーション検査機器

◆ミンチ状にした検体５００ｇもしくは１ｋｇを使用して検査

◆下限値１２．５Ｂｑ／ｋｇをクリアするのに５００ｇの検体で２０分～３０分

◆大型魚など筋肉部を大量に取りやすい魚種やコウナゴ、シラスのように丸のま

ま測定するものに使用。

検査機器の特徴

検出器

コントロール用ＰＣ

マリネリ容器に詰めた検体



ＣｓＩシンチレーション検査機器（Ｃｓ１００）

◆ミンチ状にした検体１００ｇを使用して検査

◆下限値１２．５Ｂｑ／ｋｇをクリアするのに２０分～３０分

◆検出器が検体を囲むように配置されているので、尐量で検査が可能

◆小さな魚や高級魚など尐量で検査したい場合に有効

検査機器の特徴

コントロール用ＰＣ

検出器

Ｕ８容器に詰めた検体



ＣｓＩシンチレーション検査機器（Ｃｓ１０００）

◆切り身状で測定可能なので、前処理が容易

◆下限値１２．５Ｂｑ／ｋｇをクリアするのに５００ｇで３分程度

◆検体の数量は任意（２００～１ｋｇ程度で測定）

◆大きな検出器４つを引き出し下部に配置しているので短時間で測定が可能

検査機器の特徴

コントロール用ＰＣ

Ｕ８容器に詰めた検体
検出器



検査の様子

前処理室

検査室

前処理の様子

検査の様子



検査実績（２０１６年３月末現在）

出荷先毎に検査結果報告書、県漁連の証明書を添付し、箱毎に検査証を貼って出荷

検査結果報告書 検査証明書 検査証


